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前報')で千曲川上流域において、渓畔林区、ツルヨシ区に比

べ、開空区では温度勾配が大きく流量が少ないほど水温が上昇

しやすいことが確認された。さらに、開空状態の河||における

温度勾配は､北海道における結果2)よりも､高かったことから、

千曲川上流域では､水辺植生の消失に伴う水温上昇は､イワナ、

ヤマメに対して大きく影響すると予測されている')。

そこで本研究では、具体的な保全策を考える上で河畔植生に

ついてどのくらいの規模（幅、延長）が必要で、どのような種

類が適切かを知ることを目的として、カバー占有率（卸||水面

積に対して植生が水面を覆っている比率）と植生の階層に着目

し、水温上昇抑制との関係を調べた。

表1調査区間一覧(記号は図1と一致する）

区間距離
N o ． 河 川 名 調 査 日

(m)

区間平均

標高(m)

A千曲川

B梓川

C杣添川

D大月川横沢

E大月ﾉ''八ヶ岳沢

F相木川親沢

G抜井川矢沢

H抜井川都沢

I抜井川

J雨ﾉll

K志賀川

L八丁地川

M鹿曲ﾉ|｜

N布施川

O北沢ﾉ|｜

P石堂川

Q八重久保沢

R滑津ﾉ|｜

s 南 沢

T相木川

2001/8/14

2001/8/14

2001/8/14

2001/8/15

2001/8/15

2001/8/15

2001/8/23

2001/8/23

2001/8/23

2001/8/24

2001/8/24

2002/8/10

2002/8/10

2002/8/10

2002/8/8

2002/8/8

2002/8/6

2002/8/6

2002/8/6

2002/8/8

1,100

800

750

400

500

450

800

800

610

510

580

452

846

570

469

788

400

558

567

990

1,395

1,518

1,110

1,410

1,305

1,220

950

980

950

810

810

920

900

965

915

1,070

825

830

825

985

材料と方法

調査区間は､前報'）と同じく標高が700m以上で､支流の流

入と人為的取水がない300m以上の水域を選んだ(図1,表1)。

調査区間数は20ヵ所である。それぞれ､イワナ又はヤマメ、

あるいはその両種が生息している。

調査について、2001年は8月14日、15日、23日、24日

に、2002年は8月6日、8日、10日に行った＞調査日の天

候は「晴れ」又は「快晴」で、佐久市における最高気温は、

それぞれ30.0℃以上であった（図2)。

調査項目は水温、流量、カバー占有率であり、水温と流速

の計測方法、温度勾配（＝流下f臨佳500mあたりの上昇温度

（℃)）の計算方法は前報')と同様である。カバー占有率は、

各区間を10等分す-るように河)||樹折線を設定し、その線上
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図1調査区間の位置（記号は表1の調査区間と一致する）
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図3水辺植生の階層区分

前報では開空状態（＝カバー占有率0％）における流量と湿套

勾配の問に次の相関式が得られている')。

2002年

恥
30 則

ln(J=-000133F+1.2042(r=-0.89) ①

ただし、A:温度勾配（℃/500m)、F:流量(L/秒）25

これに基づいて各河川が仮に開空状態になった場合の温度

勾配Bを推定し、実際の温度勾配Aとの害'洽:A/Bを昇温抑

制係数とした。この値が小さいほど昇温は抑制されていること

になる。

調査を行った20河川についてカバー占有率を0-40,40-

70,70-100％と3区分に分けて、昇温抑制係数:A/Bの関

係を図4に示した。カバー占有率が高くなると、燕品抑制係数

が小さくなる傾向にあった。しかし、各平均値間に有意な差は

認められなかった（分散分析)。次に河畔植生の階層に着目し、

高木層、低木層および草本層がそれぞれ優占している抑''毎に

分けてカバー占有率と昇温抑制係数の関係を図5に示した。デ

ータの無い箇所や少ない箇所があるため、階層毎に、一定の傾

向は認められなかった。

20

7/217/288/48/118/188/25

図27月下旬から8月までの佐久市における日最高気温

（●は調査日データは気象庁電子閲覧室より）

表2河畔植生の階層区分

区分主な構成種 特徴

渓畔林がない水域に侵入草 本層ツルヨシ

株立ち。1本立ちだった樹

木が氾濫により倒されて

切り株になり、そこから伸

びた状態。

ヤナギ類・フサザク
低木層

ラ・ミツデカエデ

考察サワグルミ・ハリエ
高木層

ンジュ・ハルニレ

1本立ち。氾濫の形跡がな

し､←

今回の調査日は､いずれも佐久市において日最高気温が30℃

以上となっているので､それぞれの河ﾉ||における水温計測値は、

年最高値と考えて論議を進める。

渓畔林の量について、本研究は実際の河||を調査水域として

いるため伏流水や周辺地形に由来する日照時間の差といったも

のが影響し、値のばらつきが大きく統計的に有意ではないが、

カバー占有率70-100%では、昇温抑制係数の平均値が0.32

で標準偏差は他に比べ小さく、水温上昇抑制効果が期待できる

と言える。一方、カバー占有率が断40％では昇温抑制係数が7

例中3例で05以上、すなわち抑制効果が半分以下となってい

において河畔植生が水面あるいは水中を覆っている長さを植

生の陶曹(表2、図3)ごとに計測し、全横断線の平均を求めて

区間の値とした。

結果

各区間のカバー占有率、流量、最高温度、温度勾配を表3に

示した。カバー占有率は、植生階層が重なりあっている場合が

あるため､各階層を足した値が合計値と一致しない場合がある。
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表3千曲川上流域でのカバー占有率､流量､最高水温､温度勾配

開空での推定

温度勾配昇温抑制係数

B※2 A/B

（℃/500m)

ワバー占有率％ 温度勾配
流量最高水温

A

(L/秒)(℃）
（℃/500m)

No.Xl 河●川名

高木層低木層草本 層 合 計

A千曲川

B梓川

c杣添川

D大月川横沢

E大月川八ヶ岳沢

F相木川親沢

G抜井川矢沢

H抜井ﾉ||都沢

I抜井川

』雨川

K志賀川
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※l:No.は図lの内の記号と一致。

※2：カバーが無くなった状態で予想される温度勾配。形相別調査で求めた流量と温度勾配の相関式①から推定。

た。このことから、河川の護岸工事等で、残される河畔

植生からなるカバー占有率が40％程度と低くなる場合、

河畔植生の昇温抑制効果だけでは補いきれず、イワナ等

にとって危険な水温となることがあると考えられる。

今回の調査では調査区間数が少なかったため、階層別

の樹致を明らかにすることは出来なかった。しかし、高

木層が他に比べて特に昇温抑制効果が低いとする結果で

はなかった。階層の調査では高木層の多くは低木層や草

本層より河||から離れた位置に存在し、幹も太く明らか

に他の階層よりも年齢が高い。このことから高木層は河

ﾉ||の攪乱に対して他の階層よりも攪乱を受ける頻度が低

いと考えられる。河||管理の面から階層について考えた

場合、各階層間で昇温抑制効果に差がないとすれば、河

ﾉ||の撹乱に対してより安定している高木層によるカバー

を保全することが適切と考えられる。
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河川管理の面から階層について考えた場合､河川の撹乱に

対してより安定している高木層によるカバーを保全する

ことが適切と考えられる。
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要約

千曲ﾉ||上流域の本支流で水温上昇と河畔植生との関係を

明らかにするため、カバー占有率と温度勾配の関係を調査

した。

実際の温度勾配Aと各測||が仮に開空状態になった場合

の温度勾配Bを推定し、昇温抑制係数(A/aを求めた

ところ、カバー占有率が高いと昇温抑制係数が小さくなり、

河川水温の上昇が抑制されている傾向が認められた。

カバー占有率が低い場合､昇温抑制係数のばらつきが大き

く、河畔植生の昇温抑制効果だけでは補いきれず、イワナ

等にとって危険な水温となる可能性があると考えられた。
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